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し
ん
め
い

埼
玉
・神
明
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
行
田
市
大
字
長
野
字
原

・
鶴
巻

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
次
調
査
　
一
九
九
四
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一
一
月
１

一
九
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二
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
行
田
市
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
島
洋

一
。
門
脇
仲

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

神
明
遺
跡
は
、
埼
玉
古
墳
群
の
北
側
に
位
置
し
、
同
古
墳
群
の
乗
る
低
台
地

上
に
立
地
し
て
い
る
。

調
査
は
行
田
市
長
野
工
業
団

地
の
造
成
に
伴
う
も
の
で
、
四

次

金
一次
―
五
次
）
に
わ
た
り

約
六
九
〇
〇
〇
ポ
に
つ
い
て
調

査
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結

衛

果
、
縄
文
時
代
中
期
の
土
坑

・

ヒ
ヽ
集
石
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時

く

代
ま
で
の
竪
穴
住
居

・
高
床
式

倉
庫

・
溝

・
土
坑
、
中
世
の
居
館

・
掘
立
柱
住
居

。
竪
穴
状
遺
構

・
火
葬
墓

・

溝

・
土
坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
縄
文
土
器

・
石
器

。
土
師
器

・
須
恵
器

・
木

器

・
紡
錘
車

・
陶
磁
器

。
漆
器

・
石
像

・
板
石
塔
婆
な
ど
が
出
土
し
た
。

今
回
報
告
す
る
木
簡

（柿
経
）
は
、
砲
弾
型
に
二
重
に
め
ぐ
る
居
館
跡
の
構

え
堀
の
う
ち
、
外
堀
の
西
側
か
ら
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
堀
の
内
側
か
ら
外

堀
へ
投
棄
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
状
態
で
、
堀
底
近
く
か
ら
五
〇
〇
点
以
上
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
堀
は
他
に
出
土
遺
物
が
乏
し
く
、
か
な
り
離
れ

た
北
側
の
堀
の
中
―
上
層
か
ら
漆
器
椀

一
点
が
出
土
し
て
い
る
以
外
に
は
、
め

だ
っ
た
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
い
。

居
館
跡
に
つ
い
て
は
全
面
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
遺
物
が
極
め
て
乏

し
く
、
居
館
全
体
及
び
そ
の
各
遺
構
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
中
世

と
推
測
さ
れ
る
が
判
然
と
し
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪
　
。
「是
諸
世
尊
等

皆
説

一
乗
法

化
無
量
衆
生

令
入
僚
仏
道
」

名
故
仏
於
十
方

而
独
無
所
長

我
以
相
厳
身

光
明
照
世
間
」

（
８
下
６
１
７

・
８
中
１
１
２
）
淫
卜
×
８
×
μ　
ｏ
Ｆ

②
　
。
「無
量
無
数
阿
僧
祗
従
地
踊
出
汝
等
昔
所
未
見

Ｌ
他
方
国
土
来
者
在
於
八
方
諸
宝
樹
下
師
子
座

（
４
中
１
１
２
・
４‐
上
４
１
５
）
Ｃ
中
じ
×
岸
×
Ｐ
　
ｏ
ぢ



「無
量
徳
世
尊

唯
願
決
衆
疑
　
　
　
　
　
　
」

「提
已
教
化
示
導
是
諸
菩
薩
調
伏
其
心
令
発
道
」

（４
上
３
・
４
中
３
１
４
）
滓
∞×
〓
×
牌

「於
大
衆
中
有
所
演
説
出
深
妙
声
能
入
其
心
皆
」

「次
常
精
進
若
男
子
菩
女
子
受
持
是
経
若
　
　
」

（４９
中
１９
１
２０
．
４９
中
１５
）
遭
ｏ×
８
×
Ｐ

「爾
時
釈
迦
牟
尼
分
身
諸
仏
従
無
量
千
万
億

「者
我
於
是
娑
婆
世
界
得
阿
褥
多
羅
三
期
三
菩

（４
上
４
・
４
中
２
１
３
）
Ｃ
】
）×
Ｆ
×
μ

「及
声
聞
衆
為
説
是
経
世
間
無
有
二
乗
而
得
　
」

「所
化
六
百
万
億
那
由
他
恒
河
沙
等
衆
生
世
世
」

（２５
下
２２
‐
２３
・
２５
中
２０
‐
２．
）
〕ｏ∞×
８
×
牌

「草
不
叢
林

随
分
受
潤

一
切
諸
樹

上
中
下
等
」

「称
其
大
小

各
得
生
長

根
茎
枝
葉

華
菓
光
色
」

（‐９
下
２４
１
２５
。
・９
下
２６
‐
２７
）
】
∞×
∞×
Ｐ

「当
精
進

一
心

我
欲
説
此
事

勿
得
有
疑
悔

仏
智
思
議

「迦
牟
尼
仏
之
所
授
記
次
後
作
仏
以
問
斯
事
仏

（
４‐
上
２０
‐
２‐

．
４
上
１１
１
１２
）
含
溜
）
×
Ｆ
×
牌

①
　
。
「眉
間
白
墓
相
光
照
東
方
万
人
千
世
界
靡
不
周

。
「菩
薩
欲
自
決
疑
又
観
四
衆
比
丘
比
丘
尼
優
婆

（
２
中
１６
１
・７
・
２
下
３
１
４
）
Ｏ
ｏ
ｅ
×
恵
×
Ｐ　
ｏ
ｓ

⑩
　
・
「我
為
世
尊

無
能
及
者

安
隠
衆
生

故
現
於
世
」

Ｌ
有
智
若
聞

則
能
信
解

無
智
疑
悔

則
為
永
失
」

（
２０
上
９
１
１０

・
‐９
下
１２
‐
‐３
）
】
∞
×
∞
ф
×
滓　
ｏ
〓

い
ず
れ
も

『妙
法
蓮
華
経
』
の
経
文
を
書
写
し
た
柿
経
で
、　
一
行
に

一
七
文

字
程
度
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
法
量
の
上
に

『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
法

華
部
の
頁
。
段
・
行
を
示
し
た
。
ω
は
巻
第
一
方
便
品
第
二
。
②
①
①
⑤
は
巻

第
五
従
地
踊
出
品
第
十
五
。
い
は
巻
第
六
法
師
功
徳
品
第
十
九
で
、
裏
は
本
来

経
典
で
は

「次
常
精
進
若
善
男
子
…
」
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、
「善
」
の
一
字
が

抜
け
て
い
る
。
０
は
巻
第
三
化
城
喩
品
第
七
。
⑦
⑩
は
巻
第
三
薬
草
喩
品
第
五
。

０
は
巻
第

一
序
品
第

一
。
以
上
の
経
典
が
写
経
さ
れ
て
い
る
。

経
文
が
表
裏
で
続
く
も
の
は
０
の
み
で
、
他
は
い
ず
れ
も
近
い
部
分
で
は
あ

る
が
経
文
は
続
い
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
②
表
、
⑬
裏
、
③
裏
、
及
び

③
表
、
⑤
表
、
②
裏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
経
文
が
繋
が
つ
て
お
り
、
恐
ら
く
数
本
の

へ
ぎ
板
を
扇
子
状
に
開
い
て
片
面
に
順
に
写
し
、
そ
れ
を
裏
返
し
て
続
き
を
順

に
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
筆
跡
が
数
種
類
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
人
間
の
手
で
写
経
が

行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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形
態
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
頭
部
が
山
型
に
浅
く
尖
り
、
下
部
が
平
ら
に

な
る
塔
婆
状
を
呈
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑩
は
完
存
、
①
ω
０
０
も
ほ
ぼ
完

存
に
近
い
状
態
と
思
わ
れ
る
。
①
④
⑪
Ｏ
③
は
頭
部
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
。

②
⑬
①
⑪
は
下
部
が
欠
失
し
て
お
り
、
０
は
下
部
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
。

０
０
は
側
部
の
一
部
が
欠
損
、
０
は
中
央
部
の
一
部
も
欠
損
し
て
い
る
。

な
お
、
整
理
途
中
の
た
め
、
今
回
報
告
し
た
も
の
は
、
保
存
処
理
を
施
し
た

柿
経
の
一
部
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
経
文
以
外
の
書
写
の
経
緯
な
ど
に
関
わ
る
記
述
は
、
未
報
告
の
も
の

も
含
め
、
現
時
点
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

９
　
関
係
文
献

行
田
市
教
育
委
員
会

・
行
田
市
郷
土
博
物
館

『第
六
回
テ
ー
マ
展
　
最
新
出

土
品
展
―
平
成
四
―
六
年
度
の
発
掘
調
査
の
成
果
―
』
盆

九
九
五
年
）

行
田
市
教
育
委
員
会

『行
田
市
文
化
財
年
報
　
平
成
六
年
度
』
盆

九
九
六

年
）同

『行
田
市
文
化
財
年
報
　
平
成
七
年
度
』
全

九
九
七
年
）

（中
島
洋
一
）

平
安
時
代
の
俵
の
札
の
は
な
し

江
戸
末
期
の
西
田
直
養
の
随
筆

『彼
舎
浸
筆
』
令
日
本
随
筆
大
成
」
第
二

期
）
に
、
次
の
よ
う
な
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

先
年
江
戸
に
て
猪
飼
正
穀
よ
り
、
寛
治
年
中
の
米

一
撮
を
得
た
り
。

是
玉
川
の
さ
と
に
、
五
郎
左
衛
門
と
い
ふ
大
農
の
あ
り
け
る
が
、
そ

の
庫
お
ほ
き
が
な
か
に
、
ひ
と
つ
い
に
し
へ
よ
り
開
か
ぬ
庫
あ
り
。

い
に
し
年
そ
れ
を
ひ
ら
き
け
る
に
、
内
に
も
み
俵
お
ほ
く
こ
め
た
り
。

そ
の
俵
を
ひ
ら
き
み
し
に
、
木
札
あ
り
て
寛
治
元
年
と
い
ふ
文
字
あ

り
し
と
ぞ
。
そ
れ
よ
り
、
公
に
申
上
、
ま
た
元
の
如
く
し
て
、
そ
の

米
を
世
に
出
さ
ず
と
也
。
そ
の
米
を
試
に
田
舎
人
に
と
ら
せ
ま
か
し

め
し
け
る
に
、
生
出
て
苗
代
と
な
り
、
つ
ひ
に
入
東
穂
の
稲
と
は
な

り
ぬ
。
普
通
の
稲
に
比
れ
ば
、
頴
を
ま
す
こ
と
尤
お
ほ
し
。
七
百
年

の
米
を
再
び
土
に
生
ぜ
し
む
る
こ
と
奇
な
る
わ
ざ
な
り
か
し
。
と
に

か
く
に
米
を
ば
も
み
に
て
儲
べ
き
こ
と
な
り
。

豪
農
の
庫
の
概
俵
か
ら
、寛
治
元
年
盆

〇
八
七
）と
書
か
れ
た
札
が
見
付

か
っ
た
と
い
う
。真
偽
不
明
な
が
ら
古
く
に
俵
中
に
札
を
納
め
る
場
合
が
あ

つ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
話
の
よ
う
に
思
う
。
ま
た
内
容
物
を
記
し
た
札
を

外
面
に
緯
り
付
け
た
近
世
の
俵
が
、北
上
市
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

一
日
で
中
力
の
わ
か
る
後
者
の
方
が

一
般
的
、
実
用
的
で
あ
ろ
う
。
で
は

前
者
の
札
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

（鈴
木
景
一
じ




